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 会議録（１） 

 

会議の名称 第１回飯能市山間地域振興審議会 

開催日時 

 

令和４年８月２日（火） 

開会 午前・後 １時１５分  閉会 午前・後 ２時３５分 

開催場所 飯能市富士見地区行政センター 第１会議室 

 

議長氏名 熊 田 俊 郎 

出席委員 

 

 

熊 田 俊 郎 ・ 木 﨑 稔 生 ・ 加 藤 孝 雄 

栗 原 典 夫 ・ 青 木  茂  ・ 町 田  靖 

大 野  康  ・ 中 村 晶 代 ・ 影 山 理 恵 

 

欠席委員 

 

 

なし 

説明者の 

職氏名 

 

 

市民生活部長  細田幸二 

市民生活部参事兼市民協働推進課長  大橋はるか 

市民協働推進課地区行政センター管理担当課長 

兼富士見地区行政センター所長  岡野晴男 

 

傍聴者の数 なし 

 

 

 

会議次第 別紙のとおり 

配布資料 別紙のとおり 

事務局職員 

職氏名 

市民協働推進課地区行政センター管理担当課長 

兼富士見地区行政センター所長  岡野晴男 

主任 安永伸達 
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会議録（２） 

 

議事の概要（経過）・決定事項 

１ 審議事項 

   （１）会長及び副会長の選出について 

委員の互選により会長を選出した。また、会長が副会長を指名した。 

会長は熊田俊郎委員、副会長は大野康委員に決定した。 

 

（２）「第４次飯能市山間地域振興計画策定方針（案）」について（公開） 

事務局から説明した後、審議を行った。 

 

（３）その他（公開） 
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会議録（３） 

 

発 言 者 発  言  内  容 

参事 

 

 

 

 

 

 

 

参事 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

担当課長 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

部長 

 

 

 

 

それでは、議事に入らせていただきます。 

会議に先立ちまして、会議の傍聴に関してご相談させていただきたいと

存じます。 

この審議会につきましては、原則として公開となっております。傍聴の

希望がありましたら、許可してよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

なお、現時点で傍聴の申し出はないことをご報告いたします。 

それでは、これよりの議事の進行は、審議会条例第６条により、会長に

議長をお願いいたします。 

会長、よろしくお願いいたします。 

 

 それでは、これより議長を務めさせていただきますので、皆様のご協力

をよろしくお願いいたします。 

 はじめに（１）「第４次飯能市山間地域振興計画策定方針（案）について」

を議題といたします。 

 説明をお願いします。 

 

[資料１]を事務局説明 

 

 委員の皆様からご意見等いただきたいと思います。 

 

 １５年前であれば、これでまったく問題なかったと思うが、私が自治会

長をやり地域の中を見ていると、地域で活動している人は１５年前と顔ぶ

れが一緒で、そこから徐々に減っている状態です。そうした中で、基本理

念は、今までのように「地域住民が連携した地域づくり」、「愛着や誇りの

持てる地域づくり」、「人々の支え合いによる地域づくり」となっています。

今回、新たな計画を策定する中でこのままで良いのかと感じています。 

次に、山間地域振興支援事業についてですが、補助金を活用して色々な

団体が花を植えたり、拠点づくりに取り組むなどの様々な活動をされてい

ますが、その方々も高齢化して事業の継続が難しくなっており、自治会な

どに引き継いで欲しいという事例もでています。 

事業を始めた人が、やれなくなってしまってきている実情があるので、

視点を変える必要があるのではないでしょうか。 

 

 事務局から何かございますか。 

 

 ご意見をいただきましてありがとうございます。 

 理念につきましては、目指す姿を掲げておりまして、委員のご意見のと

おり山間地域はどこも高齢化と人口減少が著しく進んでおります。そうし

た中で、目指す姿にして行くにはどうしていけば良いのかにつきまして、

今回の計画書の中で書かせていただければと思います。計画書につきまし
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委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

担当課長 

 

 

 

ては、今の意見を反映した計画書にしてまいりたいと考えております。よ

ろしくお願いいたします。 

 

 ありがとうございます。 

 こうした意見があったということを頭の片隅にでもおいてもらえれば、

実情にあった計画になると思います。 

 

 ５０年前、６０年前の昔と今はまったく違っていると思います。 

 民生委員としても、阿寺自治会、風影自治会、八徳自治会を訪問してい

ますが、どこも同じ状況です。若い人はどうして家に残らないのかを考え

ると、昔と違って今は車が入る道は立派に整備されています。足の不便は

無いとなると、他に何の魅力がないのかを考えると山林かなと思います。

昔は、山を専業に仕事として生活出来ていましたが、今は山林はあるだけ

負担。固定資産税払うだけで負担。荒れ放題になっています。それでも、

自分たちではどうにもならない。こんな状況です。 

３つの基本理念は、現状では夢のまた夢だと思いますので、まずは各地

域の現状を調査していただいて、それぞれの地域にあった計画をたててい

くのが良いと思います。 

 

 ご意見をいただきましてありがとうございました。 

 今計画の中では、山間５地区あり、共通している部分もありますが、地

区によって課題はそれぞれ違うと考えております。これから、地区の方々

と意見交換しながら、課題を整理して計画に反映していきたいと考えてお

ります。私は、吾野地区行政センターに３年、南高麗地区行政センターに

２年の合計５年間、山間地域の所長を勤めていましたので、同じ山間地域

であっても課題は違うということは肌で実感しております。そうしたこと

を踏まえて、地域の課題をしっかりと整理して、地域にあわせた計画にな

るように進めていきたいと考えております。 

 

 他に何かございますか。 

 

 第４次飯能市山間地域振興計画の策定を進めるにあたり、第３次までの

計画の状況を踏まえていく必要があると思います。 

計画策定方針の中にもあります山間地域振興支援事業での内容を存じ上

げていないので、個々の地域での支援事業にはどのようなものがあったの

かを教えていただきたいと思います。 

また、第１次から第３次の計画を進めてきた中で、実施されたものはど

れくらいあるのか。計画を達成されたものにはどのようなものがあるのか

資料等がありましたら、提供いただけないでしょうか。 

 

事務局で回答できますか。 

 

山間地域振興支援事業は、山間地域の振興に向け、自主的・主体的に取

り組む活動に対し、補助金を交付する事業でございます。第１次から第３

次の計画を進める中で継続的に実施してきた事業であり、第３次計画の期

間全体では、７８団体が事業を行っております。 



5 

 

 

部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

担当課長 

 

 

部長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

こちらの事業は、市の方では、支援事業補助金という補助金を用意して

おりまして、山間地域ごとに、住み続けたい地域づくり支援事業、魅力あ

る地域づくり支援事業の２つのメニューの中で、実施したい事業について

手を挙げていただくものになります。新規事業については、１件３０万円、

継続事業については、１件１５万円を限度に補助金を交付しており、申請

書の中に事業内容等を記載していただき、審査会での採択を経て、補助金

が交付されます。先ほど委員からお話がありましたように、山に花を植え

る等の提案していただいた事業を進めるための費用に対して補助金が交付

される事業になります。先ほど話がありましたとおり、７８事業が採択さ

れまして、現在も進んでいるところでございます。 

市としての取り組みにつきましては、この後の議事（２）のその他で説

明を予定しておりますが、今後、委員の皆様にアンケート結果の一覧や市

で取り組んだものの一覧をお送りさせていただきたいと考えております。

本日は用意がございませんので、郵送で皆様にお届けさせていただきます

ので、そちらの中身をご覧いただき、内容を踏まえた上で、こういう事業

をやっていけば良いのではないか。こういうことを計画に反映させてはど

うか。このようなことについて、今後ご意見をいただきたいと考えており

ます。１１月頃に開催を予定しております第２回の審議会の時には、皆様

からいただいたご意見を計画書（案）の中に盛り込まさせていただき、提

示させていただきたいと考えております。 

 

この計画は、国などの上位計画に基づくものなのか。 

国は、数年前には、コンパクトシティということを盛んに言っており、

都市機能を集約していく方向で政策を進めていた。山間地域振興は、こう

した考えとは視点が違うもので、山間地域を支援していくという飯能市の

覚悟のあらわれということなのか。山間地域振興計画をどのようにとらえ

ているのでしょうか。 

 

飯能市山間地域振興計画は、飯能市独自の計画でございまして、国や県

の計画に基づいたものではございません。 

 

市長の冒頭のあいさつにもありましたとおり、今回の第４次飯能市山間

地域振興計画の策定は、市長の強い思いから実施することになっておりま

す。木﨑委員の言われるとおり、国や県ではコンパクトシティのことなど

もあり厳しい状況ではありますが、市長の思いとしては、何としても山間

地域を守っていくということで、計画がスタートしたところでございます。 

 

市長の思いを受けて、山間地域の活性化に目を向けていただけることに

感謝します。  

 

それでは、説明のありました基本方針を原則とすることでよろしいでし

ょうか。 

 

基本理念の地域住民が連携した地域づくりとあるが、地域だけで、推進

していくのは難しい。市としても何か関われないでしょうか。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

文面だけ見ると、地域のことは地域の中でなんとかしなさいというふう

にも読めてしまうところを気にされていると思いますが、そんなことはな

くて、学校の先生もスーパーの店員さんもそうですが、地域の外からの人

達がその地域を支えてくれているという現状があります。委員が危惧され

るような読み方を避けられるような文言にしてもらえると良いのではない

でしょうか。 

 

地域、自分たちのことは、自分たちで何とかしなさいという雰囲気は今

もあります。山の上なので、上下水道はありません。かなり距離があるの

で致し方ないとは思いますが、自治会長が何度も陳情しましたが、費用対

効果で難しいということでした。普段の飲み水は井戸に頼っています。渇

水期には市の給水車をお願いしています。下水道については、市の補助も

あり合併浄化槽で対応していますが、こういう所がある意味住みにくいと

いうことで、若い人にとっては魅力がないということになってしまうのか

なという感じがします。前市長が、市街地に住んでいる人も山間地に住ん

でいる人もみんな幸せにという話しを何度も聞きました。現実は厳しいと

感じています。 

 

 これは、委員さんだけではなく、地域の中だけでは人手が足りなくて事

業が継続できないという話しはこれまでもありました。 

 最終報告書の段階で、基本理念というものは動かせないものなのでしょ

うか。あるいは、文言を変えることはできないでしょうか。 

 

 考え方は、２つあるかと思っております。 

 基本理念の中に、委員の言われることをどのように盛り込んでいけば一

番良いのかを考えております。 

 もうひとつの考え方としては、計画書の中にも当然のことながら、目的

や主旨ということもありますので、そこの部分に文言を反映させることは

もちろん可能だと思います。基本理念に書いていなければ、そちらに書く

ことができないということはありませんので問題はございません。 

 この段階で、基本理念に入れることは可能ですが、どのようにいれるの

かは悩ましい部分もあります。そうであるとすれば、計画書の中に反映さ

せた方が分かりやすいのではないかと考えております。 

 

 地域住民が連携した地域づくりとなっているので、地域の中のことは地

域でやりなさいというような捉え方をしてしまう部分があると思うので、

この部分を少し変えるだけで、だいぶニュアンスが違ってくるのではない

かと思います。 

 ここで、結論を出さなくても良いので、今後策定していく中で、頭の片

隅にでも置いていただければと思います。 

 

 各委員より、地域の中だけでの完結では済まないという意見も出ており

ます。おそらく、基本的な考え方は同じなのではないかと思います。考え

方を共有しながら、計画書にどのように盛り込めるか工夫して、文言を含

めて検討の上で、計画に反映させていきたいと考えております。 
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委員 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課長 

 

担当課長 

 

 

 

委員 

 

 

担当課長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

担当課長 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

会長 

 

 地域の方で説明する時に、基本理念がこのままだと難しい部分があると

思いますので、少し変えておいてもらうだけで、計画書との整合性をとる

という意味でも良いと思います。 

   

 今の話しを前提として、事務局から説明のありました方針で進めること

を承認してよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

  

 承認することに決まりました。 

  

 それでは、議事の（２）その他でございます。 

 事務局から説明をお願いします。 

 

 事務局説明 

 

 資料等につきましては、現在作成中でございます。８月下旬頃にはお届

けできるかと思いますので、ご意見等をお寄せいただきますようお願いい

たします。 

 

 その中には、先ほど私が申し上げた資料が含まれているということでよ

ろしいでしょうか。 

 

 資料の中に入っております。 

 

 スケジュール（案）に地域住民意見交換が予定されています。計画は机

の上で書いて、ただ額に飾っておくものではなくて、計画を策定するとい

うことは、地域の住民の方が自分たちの意識を変えるきっかけになるので

はないかと考えております。なぜ、山間地域に光があたっているのかを考

え、気付いてもらうためにも地域住民との意見交換は有意義ではないかと

思います。 

 

 地域の方との意見交換ですが、これから各地区行政センターで個別に調

整させていただきます。地域の方から色々なお話しを伺いながら、ご意見

等をいただき、計画書に反映させていきたいと考えております。 

 

 その他に何かございますか。 

 

 私が、先ほど知りたい情報が入っているのかを確認した意味は、作った

計画が達成されたかどうかの評価が行われているのかどうかが気になった

からです。次の計画を策定するには、評価をきちんとしておかなければい

けないと思います。それを計画策定のどこかで位置づけてやっていただけ

ればありがたいと思います。 

 

 その他、委員の皆様から何かございますか。 
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参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「なし」の声あり） 

 

無いようですので、これで議事を終了いたします。 

ご協力ありがとうございました。 

 

会長ありがとうございました。 

委員の皆様におかれましては、長時間にわたり、慎重にご審議をいただ

き、誠にありがとうございました。 

次回は、１１月頃の開催を予定しております。 

以上をもちまして、第１回飯能市山間地域振興審議会を閉会いたします。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 議事のてん末・概要を記載し、その相違ないことを証するためここに署名します。 

 

   令和 ４年  月  日 

 

    議 長 の 署 名                                             

 

 


